
ADR法務大臣認定

4 資格者が、プロフェッショナルであることを自ら証明
していかなければならない時代の中、ADR認定土地家

屋調査士であることは、社会に対してPRする有効な手段と
なります。

5 ADR代理関係業務の代理人としてのみならず、通常の
業務にも求められる高度な倫理観の習得ができます。

6 共同受任する弁護士とのコラボレイトに必要なスキル
を磨きます。

1 ADR認定土地家屋調査士は、一般業務においても、将
来の紛争予防を見据えた業務ができる土地家屋調査士

として、社会的評価を受けています。

2 社会がますます高度化され、複雑化する中で、土地家
屋調査士の通常業務である境界立会いなどにおいて必

要となる民法や民事訴訟法等の基礎的な法律知識を習得でき
ます。

3 45時間の集中研修で、法律知識のさらなるスキルアッ
プが図れます。

「土地の筆界が現地において明らかでないこ
とを原因とする民事に関する紛争」において、
土地家屋調査士が「民間紛争解決手続（以下
「ADR」という。）」の代理関係業務を行うため
には、高度な倫理観、専門知識、素養が求め
られ、「信頼性の高い能力担保」を講じること
が代理権付与の条件となっています。その能
力担保のための措置が、「土地家屋調査士特別
研修」です。
日本土地家屋調査士会連合会では、土地家

屋調査士法第3条第2項第1号に定める研修
として、これまで特別研修を11回実施してき
ました。その結果、多くの土地家屋調査士が
特別研修を修了し、法務大臣の認定を受けて
ADR代理関係業務において、また、ADR手
続実施者としても活躍しています。連合会と
いたしましては、複雑化、高度化する社会の
ニーズに対応できる土地家屋調査士であるた
めに、引き続き特別研修を実施してまいります。

私たち土地家屋調査士は、65年を超える制度の歴史の中で大きな転換点を迎えています。
その一つがADR代理関係業務です。この新しい領域に踏み込むことは、新たな土地家屋調査士像を構築し、これまでになかっ

た業務の扉を開くことにもつながります。特別研修の受講は、時代に即応した土地家屋調査士へのアップグレードの絶好のチャ
ンスです。皆様の積極的な受講をお願いします。

土地家屋調査士になろう！
「地

ち し き

識くん」
広報キャラクター
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？
目　　　的
土地家屋調査士が、土地家屋調査士法第3条第2項第2号による法務大臣の認定を受けて、同条
第1項第7号及び第8号に規定する業務（民間紛争解決手続代理関係業務）を行うために必要な
能力を取得することを目的としています。

受講対象者
土地家屋調査士会員（会員）及び土地家屋調査士法第4条に定める土地家屋調査士となる資格を
有する者（有資格者）です。

受　講　料
新規受講の受講料は、会員は8万円、有資格者は10万円になります。
※法務大臣の認定を受けることができない場合、再考査制度や再受講制度（受講料2～4万円）
を適用し、新規受講時よりも安価に受検・受講が可能です。

第12回特別研修の日程
1　基 礎 研 修：平成29年2月3日（金）から5日（日）
2　グループ研修：平成29年2月6日（月）から3月9日（木）
3　集 合 研 修：平成29年3月10日（金）、11日（土）
4　総 合 講 義：平成29年3月12日（日）
5　考 査：平成29年3月25日（土）

カリキュラム
土地家屋調査士法施行規則第9条第1号から第3号までに定める基準（民間紛争解決手続におけ
る「①主張立証活動」「②代理人としての倫理」「③同代理関係業務を行うのに必要な事項」）に
基づき、基礎研修から総合講義まで合計45時間の研修を行い、最後に考査（テスト）があります。
1　基 礎 研 修（17時間）：基礎的な視聴研修（DVD視聴）
第12回土地家屋調査士特別研修の講義は下記のとおり。
憲 法：毛利透講師／京都大学大学院教授 ADR代理と専門家責任：馬橋隆紀講師／弁護士
民 法：山野目章夫講師／早稲田大学大学院教授 所有権紛争と民事訴訟：鈴木秀彦講師／弁護士
民事訴訟法：山本和彦講師／一橋大学大学院教授 筆界確定訴訟の実務：永谷典雄講師／東京地方裁判所判事

2　グループ研修（15時間）：少数人数のグループで討論した上で課題を作成
3　集 合 研 修（10時間）：グループ研修で作成した課題に対する弁護士の解説等の講義
4　総 合 講 義（ 3時間）：弁護士による倫理を主体とした講義
5　考 査：代理人として必要な法律知識の習得を確認（テスト）

特別研修とは

日本土地家屋調査士会連合会
〒101-0061　東京都千代田区三崎町一丁目2番10号　土地家屋調査士会館
tel.03（3292）0050　fax.03（3292）0059
URL:http://www.chosashi.or.jp　e-mail:rengokai@chosashi.or.jp
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